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本研究の目的

 研究背景

近年、温室効果ガスの排出量が増加して地球温暖化が問題
となっている。これに対して、バイオ燃料生産が解決策とな
り、日本の発展にも繋がると考えた。

 目的

各国のバイオ燃料普及のための政策を調べ、日本の政策と
比較してバイオ燃料の必要性、（輸入か国産化どちらが良い
か）について考察する。

 研究方法

インターネット・文献・アンケート



第1章.現状



世界の二酸化炭素排出量

中国・アメリカだけで約44%を占める。
日本の排出量は約12億2360万トン



ガソリン（レギュラー）価格

出所：e燃費ホームページ

http://e-nenpi.com/gs/price_graph/6/1/0/

アメリカのシェール革命によりガソリン価格低下

http://e-nenpi.com/gs/price_graph/6/1/0/
http://e-nenpi.com/gs/price_graph/6/1/0/


世界のバイオ燃料生産量

（出所：独立行政法人農畜産業振興機構）

米国・ブラジルの2国で約7割を占める

http://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_000557.html


第2章.バイオ燃料の定義



バイオ燃料とは

バイオ燃料の前に「バイオマス」について述べる。バイオ
マスとは生物資源の量、つまり「再生可能な生物由来の有機
性資源（地球上にある動物・植物を合わせた生物）で化石燃
料を除いたもの」と定義される。（マスは英語で量massを意
味する）

バイオマスを用いた燃料のこと「バイオ燃料」、または
「バイオマス燃料」という。



バイオ燃料の種類

自動車の普及台数は年々増加している。本研究では主に自動車に使用さ
れる「バイオエタノール」、「バイオディーゼル」の２つがどのように
使用されているのか、どのような問題があるのかについて調べていく。

バイオエタノール バイオディーゼル

バイオジェット燃料 バイオガス



バイオエタノール

（出所：環境省中央環境審議会地球環境部会資料）

3種類の原料から作られ、ガソリンスタンドへ渡る

https://www.env.go.jp/council/06earth/y060-49.html


バイオエタノール製造過程

（出所：経済産業省「バイオ燃料の導入に向けた課題について」）

前処理分解 → 糖化 → 発酵

http://www.meti.go.jp/committee/materials/downloadfiles/g70927c03j.pdf


日本 バイオエタノール生産量
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ガソリンとの混合

 バイオエタノールをガソリンに直接混合した割合によって
呼び方が変わる

 例）

3％混合→E3

10％混合→E10 と呼ぶ



エタノール混合割合の規定

 アメリカ

化石会社に対し、エタノール混合使用義務量を設定。

2022年までに360億ガロンと設定

混合割合上限は10％とされている。

 ブラジル

エタノールの20～25％混合を義務付け



エタノール混合割合の規定

 日本

石油精製業者に対してエタノール利用義務量を設定

原油換算で段階的に増やし、2017年度は50万ｋLとされ
た。

バイオエタノール混合割合上限を3％（E10対応ガソリン車
用は10％以下）と設定している。



エタノール混合割合の規定

日本は世界の中で最下位の基準

http://www.eco-biofuel.go.jp/oversea/
http://www.eco-biofuel.go.jp/oversea/


バイオディーゼル

 バイオディーゼルはバイオマス由来のディーゼルエンジン
用燃料である。

 バイオディーゼルの原料となる油脂は粘度が高いためその
ままでは使用できない。だから化学処理を施して原料油脂
からグリセリンを取り除くことで精製される。



バイオディーゼル製造方法

家庭から出る植物油を原料とし、メタノールと反応させてメ
チルエステル化等の化学処理をして製造される。



バイオ燃料のメリット

 温室効果ガスの削減

カーボンニュートラル（次スライドで説明）によりガソリ
ンよりも温室効果ガスの排出量を抑えられる。

原料輸送等にかかる排出量を考えると逆に多いかも！？

 化石燃料節約

 地域活性化



カーボンニュートラル

二酸化炭素の排出と吸収によりプラスマイナスゼロ！

出所：REUO株式会社レボインターナショナル



地域・国内経済活性化

 温暖・多雨な気候条件のため、原料が豊富。

 家畜排せつ物,稲わら,林地残材など農林漁業から発生する
バイオマスを有効活用することによる持続的な発展。

 都市の地域との交流を促進することができる。

 雇用の増加



バイオ燃料のデメリット

 原材料を生産するための森林破壊・生態系の破壊

 バイオ燃料の高価格（第2章で説明）

 穀物の価格上昇



穀物の価格上昇

食料

出所：中丹広域振興局

http://www.pref.kyoto.jp/chutan/kichou/20130319.html

飼料

バイオエタノール



第3章.化石燃料との違い



バイオ燃料とガソホールの価格構成

出所：alic独立行政法人農畜産業振興機構

https://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_000311.html

ガソホールの価格は原材料により上下する。



第4章.バイオ燃料政策



バイオエタノール生産コスト比較
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米国バイオ燃料生産政策

 雇用促進法（2004年）

バイオエタノールの物品税免除が決まり、トウモロコシ自
体の価格維持のための補助金支給

 エネルギー政策法（2005年）

中東依存型のエネルギー政策からの脱却を目標



米国バイオ燃料生産政策

 再生可能燃料基準（2005年）

12年には総使用量75億ガロン

 07年エネルギー自給・安全保障法

12年に総使用量142億ガロン

22年には360億ガロンまで導入



米国バイオ燃料支援措置

 税制措置

・小規模エタノール生産者税控除措置：1ガロン当たり10セ

ント税額控除

・バイオ燃料生産事業者に年間1億5000ドルの基金提供

・セルロース系バイオ燃料生産者税控除措置

・1ガロン当たり1.01ドル税額控除



ブラジルバイオ燃料政策

 国家アルコール燃料計画

①エタノールのガソリンへの20％混合

②エタノール専用車の普及

 エタノール混合義務付け（1993年）

ガソリンにエタノールの混合割合を22％と義務付け

2003年に25％に引き上げ

サトウキビの不作により2011年に20％に引き下げ



ブラジルバイオ燃料支援措置



日本バイオ燃料政策動向

 バイオマス・ニッポン総合戦略（2002年）

 京都議定書目標達成計画（2005年）

バイオエタノールの普及を見込む

 新・国家エネルギー戦略（2006年）

石油依存度を2030年までに80％程度とする目標

 エネルギー基本計画（2010年）

ガソリンに占めるバイオ燃料の目標割合を3％以上に設定



日本バイオ燃料支援措置

 予算措置

施設整備費の一定割合の補助

 [税制措置]

混合エタノール分の揮発税が免税



経済産業省の支援策

 「新エネルギー等事業者支援対策事業」

新規の事業者に対し、事業費の1/3以内を補助

 「地域新エネルギー等導入促進事業」

新エネルギー等の設備を導入する事業に1/2以内を補助

 「バイオ由来燃料導入促進税制」

ガソリンに混合する分に係る揮発油税及び地方道路税の免
税措置



農林水産省の支援策

 「バイオ燃料地域利用モデル実証事業」

施設整備費、地帰郷議会運営費等を支援

 「地域バイオマス利活用交付金」

バイオマスの変換施設等の整備費の1/2以内を補助

 「農林漁業バイオ燃料法」

バイオ燃料製造施設に係る固定資産税を軽減する



国産バイオエタノールの普及目標

平成22（2010）年 平成32（2020）年 平成42（2030）年

輸送用バイオマス由来燃料全体① ー（50万） ー（約200万） ー（約400万）

バイオエタノール
（ガソリン代替）

国産② 約5万（約3万） 約100万（約60万）

約300万（約220万）

輸入③ ①－（②+④+⑤） 約90万（約50万）

バイオディーゼル
（経由代替）

国産④
約1.1～1.6万（約1～

1.5万）

約100万（約90万） 約200万（約180万）

輸入⑤
今後の動向を踏まえ

て見込む

単位：キロリットル．（）は原油換算キロリットル

出所：国立国会図書館 ISSUE BRIEF NUMBER 553(2006.11.17.) より作成



第5章.アンケート調査



第4章.アンケート調査

 性別・年代

 バイオエタノール・バイオディーゼルを知っているか

 バイオ燃料を普及するべきか、その理由

 バイオ燃料の混合割合について

 バイオ燃料を輸入するべきか、国産化するべきか

 ご意見欄



アンケート結果

 性別

男性68人 女性32人 計100人

 年代

20代:10人 30代:16人 40代:47人 50代:27人



アンケート結果

 バイオエタノール・バイオディーゼルを知っているか知ら
ないか

9

67

24

よく知っている 名前だけ知っている 知らない



アンケート結果

 バイオ燃料を普及するか否か

76

24

思う 思わない



バイオ燃料を普及する理由

環境保護のために必要

先進国としての責任

カーボンニュートラルで環境にやさしい

生産農家の雇用促進

化石燃料を持たない日本にとっては必要なエネル
ギー

化石燃料は有限だから



バイオ燃料を普及に反対の理由

電気自動車を普及するべき

水素・電気自動車があるから

原料の食料の生産量

コスト面



バイオ燃料の混合割合について

52

26

0

22

増やすべき 調度良い 減らすべき わからない



アンケート調査

 輸入か国産か

41

32

27

輸入 国産化 わからない



輸入がいい理由

 コストが高いと利用する人も限られる。

 輸入品に問題がないなら。

 コスト削減



国産化がいい理由

 高くても、コストパフォーマンスがよくなるように努力す
るべき。

 輸入に頼ると技術が進歩しない・輸入に頼りすぎ

 自給自足のエネルギー産業を発展する必要あり

 輸入する際の二酸化炭素排出量

 関連産業の発展につながる



第6章まとめ・考察



まとめ・考察

バイオ燃料の認知度

生産コスト・生産技術

食糧問題



今後の課題

生産技術の向上

インフラの整備

雇用増加
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